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　そして、華北 ・ 東北畑作地域では、小麦 ・
トウモロコシ生産が主であ のに対し、華東・華南水田地域は水稲生産を中心としている。このような農業生産 違いが各地域の主食に大きな影響を与えてきた。●北方地域の粉食
　現在の中国の主食は、大きくは長江を境
















































































一九九〇年代ごろからジャポニカ米 一大基地となり、コシヒカリやあきたこまちといった食味の優れたブランド米も盛ん 栽培されてきた。そのため、現在は北方地域の庶民の間でも米は普通に され、東北地方のジャポニカ米は南方地域の人々にも広く受け入れられている。かつては豊穣な南方地域の穀物を北方地域に輸送する「南糧北調」 が一般的であったが、 現在は北のジャ
ポニカ米が南に輸送される「北糧南調」へと移り変わってきたことは、中国農業の変化を象徴するものと言えよう。
　さらに生活水準向上と輸送技術の発達、
そして情報メディアの普及 よって、中国の食文化にも急速な 化が起こっている北方地域の住民も、外食の際には唐辛子を効かせた四川料理や海産物を贅沢に利用した広東料理や上海料理 ごく一般に食べるようになった。また南方地域でも小麦粉の麺類はもとより、北京料理や東北料理も定番になっている。そ 一方で、若年層を中心に主食離れ 進んできている。
　なお、二〇〇七年頃から世界規模で発生
した穀物価格の高騰は、中国国内ではほとんど見られなかった。胡錦涛政権による穀物増産への積極的な政策支援 穀物輸出への厳しい規制によって、中国国内の主要穀物の価格は安定した水準を保つことができたのである。
（ほうけん 　ひさとし／アジア経済研究所開発研究センター）
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